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ハイネの『アッタ・トロル』とバンヴィル
（ファンテジーをめぐって）
新家かつら
はじめに
ジョン・シャルパンティエは，バンヴィルとハイネについて次のように
述べている。「バンヴィルは『抒情的間奏曲』の詩人のファンテジーの中の，
新しいもの，現代的なものについて，同時代の誰よりもよく，そして完璧
に理解していたのだと思われる。ハイネを嫌っていたボードレールと逆に
バンヴィルは，＜文明化された複雑な時代を，滑稽であると同時に抒「青的
であることで描き出すという方法を発見した＞がゆえにハイネを称賛して
いるのである凡」シャルパンティエが指摘しているボードレールのハイネ
への嫌悪とは，「異教主義」 (1852)にみられるものであるようだ。そこで
ボードレールは，教養ある聡明な若者を捉えた異教主義がハイネの影響の
下にあることを指摘している。ボードレールの考えでは，この若者の「過
度の異教かぶれ」は，「物質主義的感傷主義によって腐敗した彼の文学を，
読み過ぎ，また間違った読み方をした男ならでは」のことがらであった。
ボードレールがハイネとその信奉者とに対する苛立ちを表明する一方で，
バンヴィルは処女詩集LesCariatides (I 842)において既に，ハイネを「自
由をもたらす英雄たち」の列に含めて讃えていた呪晩年の回想録 Mes
Souvenirs (1882)においてもハイネは「ユゴーに次ぐ今世紀最大の詩人町
と呼ばれ，バンヴィル自身の特色であるヘレニスム思想とキリスト教との
融合，および道化と抒情詩人との融合の双方がハイネのうちに見いだされ
たことが述べられている：
(…) Henri Heine ressemblait a lafois au Christ et ararcher Apollon; n'est-ce 
pas que par Jui et en Jui devait cesser le douloureux antagonisme de l'idee 
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hellene et de l'ide juive? (..) et il est aussi Aristophane, le dieu de la 
Comedie, a lafois bouffon et lyrique, revenu au monde et ressuscite en 
4) propre personne . (…）
バンヴィルが面識をえられぬままにハイネは1856年に世を去った。「フ
イガロ」に掲載されたバンヴィルによる追悼詩AHenri Heineが翌年出版の
全集 (Poesiescompl払tes;1841-1854)に収録されたことについてアイリー
ン・スフランは，バンヴィル自身がこの詩の重要性を認めていたからだと
している5)。OdesFunambulesques (1857)の序文にもハイネの『アッタ・
トロル』最終章の一部が書き込まれており，彼独特の詩法の確立において，
ハイネからの影響は看過できぬものであったことが窺われる。 Occidentales 
(1869)の序文もまた，バンヴィルの「道化と抒情」の融合がハイネのそれ
と同じ性質のものであることを示唆している：
（ …) Content d'avoir fait pressentir le parti immense que la langue fran,;:a1se 
pourrait tirer de l'element bouffon uni a l'element lyrique, je voulais me 
horner a l'avoir indique, laissant a un heritier d'Aristophane et du grand 
Heine (s'il en doit venir) la gloire de realiser ce que j'avais seulement ose 
entrevoi伐
Odes Funambulesquesの詩法をさらに進化させようとしたバンヴィルは，
この計画が思い通りの完成度に達しなかったことを悔いつつ，次代の詩人
による継承に希望を繋いでいるのだ。 LesCariatidesの1879年版以降にのみ
に現れる10行詩群LesCapricesもまた，ハイネをテーマとする詩を含んで
おり，以下にその冒頭部を挙げる：
Comme Phrebos, apres l'avoir branche, 
Heine toujours portait la peau sanglante 
D'un Marsyas qu'il avait ecorch砂(…)(XII Heine) 
挑戦者マルシュアスの皮を着るアポロンにハイネを喩えることは列敵
の皮をくるりと剥いで真実の姿を瞬時に暴くハイネの風刺の技への称賛で
あると同時に，サチュロスの笛による滑稽な風刺と竪琴による抒情の両立
への賛意の表明でもあるだろう。詳しくは後述するが， LesCariatidesにつ
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いては1857年の全集への収録時にも，最終詩にハイネを喚ぴ出す部分的改
訂がみられる。バンヴィルが自らの処女詩集に繰り返してハイネからの影
響の痕跡を加えていったことは，注目に値するのではないだろうか。
以上の事実から，バンヴィルが長くハイネに親しみ，たえずハイネから
学び続けた詩人であったことが十分に窺われる。バンヴィルのファンテジ
ーの特色を考えるにあたって，ハイネからの影響を探ることはひとつの鍵
となりそうだ。ハイネのファンテジーとは，異教の神々の凋落の果ての姿
である妖精などの悪魔的存在を，民間伝承の中から拾い上げ，復活させる
ものであった。バンヴィルはハイネのファンテジーを，どのように受け継
いでいるのだろうか。本稿では，ハイネの作品，とくに『アッタ・トロル』
を照明として，バンヴィルのファンテジーについて考えたい。
1 抒情詩人＝道化としての英雄像
Mes Souvenirsのバンヴィルは，「最もパリ人らし<,かつ最も現代的な
人9)」ハイネの作品の中でもとくに，「これまでに書かれた中で最も美しい
愛の詩10)」である『抒情的間奏曲』と，『アッタ・トロル』とに注意を促す。
そして，「『アッタ・ トロル』の中にかくも完全にそして絶対的に見つかる
現代的な詩の定式を人々が探し求めるのを目にして，私は笑わずにはいら
れない11)」と述べている。詩人をめざす若者に向けて書かれた『フランス
詩小論』 (1883)もまた『アッタ・トロル』を，「これが未来の詩のフォル
ムなのです。たえず読み返すことをいとわないで下さい12)」という言葉と
ともに紹介し，この作品こそが「現代的な詩の理想型」であることを次の
ように説く：
Nous avons dit que le Poeme peut se transformer a l'infini; il nous est pennis 
cependant d'avoir un ideal du POEME MODERNE. 1 reunirait tout : esprit, 
gaiete, enthousiasme, ironie; il serait complexe comme notre vie, aile comme 
nos aspirations. Dans un cadre actuel et avec des personnages costumes en 
habit noir, il s'eleverait au merveilleux epique et au merveilleux bouffon. 
Mais que dis-je? ce poeme existe, nous l'avons, c'est Atta-Troll, 13> (…） 
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「見事な道化文学」と呼ばれている『アッタ・トロル』は，動物物語詩で
あると同時に，人間社会およぴ文学への批判を豊かに含む風刺詩である。
古代の金羊毛に代えて雄熊アッタの皮を探求する主人公は，「現代風の体
格の英雄たち」と呼ばれる一組，すなわち語り手である「私」と，その分
身ラスカーロだ。この作品についてのバンヴィルの記述をみよう：
() d . . … ans ce puissant et amusant poeme, ou un Parisien fait la chasse a l'ours 
dans les Pyrenees, avec toutes les allures d'un dandy, il sait nous montrer le 
poete souabe change en chien, ecumant la marmite d'Uraka la sorciere, et le 
vieil ours Atta -Troll r€vant une apotheose de petits ours a lafourrure rose, 
(..)14) 
バンヴィルが「神格化apotheose」と呼んでいるのは，雄熊アッタが見る
夢のことである。それは「翼のような絹の房」をつけて天使と化した，「薔
薇色の毛皮」の小熊たちの夢だ15)。語り手の正体は，この貧弱で滑稽な「神
格化」を行うアッタの殺蒙によって文学そのものを救出せんとする詩人な
のである。一方，沈黙を守り，母との会話でさえ身振りによって行う青白
いラスカーロは，パントマイムの道化を想起させずにはおかない。ここで
「ダンディ」という語が用いられているが， MesSouvenirsにおいても彼ら
は，「アキレスのごとく勇敢な熊」を殺しにゆく「ダンディな狩人達」と呼
ばれている 16)。暗い洞穴で子供相手に政治的熱弁をふるう古い英雄アッタ
を打ち倒す「ダンディ」の批判の方法は，人間への哀れみをふくんだ軽や
かな嘲笑である。それと対照的に，アッタが「重々しく卑俗なフォルムで」
述べ立てる批判について，フランス語版序文のハイネは次のように述べて
いる：
(..) si le rire saisit imおistiblementle poete, c'est quand il compare ces idees, 
qui planent devant lui dans tout leur grandeur et leur clarte splendide, avec 
les formes lourdes et grossieres dont les affublent ses comtemporains 
tudesques: il raile alors, pour ainsi dire, la peau d'ours temporelle de ces 
ides1>. (..) 
アッタの正体は政治社会批判のみをもって文学とする稚拙な傾向詩人で
285 
あり 18), その「思想の皮」の下にあるのは貧弱な想像力と人間への憎悪の
みである。同じく「ダンディ」の嘲笑を受けるのは，魔女と関係を結ぶこ
とができないがゆえに犬に変えられてしまったシュワーベン派詩人だ。魔
女の主題は，この物語詩全体を貫く糸となっている。魔女の奸計によって
成就する熊殺しは，排斥された女たちの復讐なのである。だから「古代バ
スク風の赤頭巾を被った老女たち」，つまり魔女狩りが狙薇をきわめた地バ
スクの魔女たちが，熊殺しの遂行者ラスカーロを讃えるのだ19)。このとき
道化ラスカーロが言葉と笑い，すなわち諷刺の能力を取り戻し，熊の殺識
は，古い英雄から新しい英雄への交代の儀式となる。作品の自己批評であ
る最終章において，この英雄喜劇詩 (poemeheror-comique)は次のように
要約される：
N'est-ce pas le tintement pieux de la chapelle perdue dans les bois? 
et la cape de la folie n'y mele-t-elle pas ses grelots moqueurs20> ? 
おそらくサバトの場所として示されている森の礼拝堂の鐘の音は，キリ
スト教の支配下で歪められつつ生き残った異教のファンテジーからくまれ
る抒情の響きであり，道化の頭巾の鈴がたてるのは，軽やかな諷刺の音色
である。ハイネは古い民衆のファンテジーを甦らせたが，そのとき復活し
たのは悪魔的な相貌の女性たちであった。彼女らの復権と，自己をも嘲る
軽やかな道化の復権は，ひとりの詩人のなかで同時に起こるべきことがら
なのである。『アッタ・トロル』とバンヴィルとを繋いでいるのは，抒情詩
人であり，道化でもあるという新しい英雄＝詩人像の一致と，抒情を生命
とし諷刺の皮を着た新しい詩への希求の一致のみではない。最も重要なの
は，のちに流行をみる魔性の女エロディヤードの主題が，ハイネからバン
ヴィルに受け継がれたことだ。『アッタ・トロル』のエロデイヤードとバン
ヴィルについて，次に述べたい。
2 アマゾンヌのトリオ
Les Cariatides最終詩の以下の部分は．『アッタ・トロル』第19章を呼ぴ
出すものだ。神話・伝説・文学史の人物の混成であるハイネの狩猟の行列
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が含む「アマゾンヌのトリオ」，すなわちエロデイヤード，アボンド，ディ
アーナの 3女性が書き込まれている：
Nous irons decouvrir aussi notre Amerique! 
L'Eldorado reve, le pays chimerique 
Ou l'Ondine aux yeux bleus sort du lac en songeant, 
Ou pour Titania la perle noire abonde, 
Ou pres d'Herodiade avec la fee Habonde 
Chasse Diane au front d'argent21) ! 
この詩節は1857年以降のもので，初版 (1842)では以下の通りであった：
Alors comme autrefois, Bohemes sans patrie, 
Enthousiastes nes de toute idolatrie, 
Au public innocent nous dirons notre nom, 
Et, quittant sans regret la France notre mere, 
Nous irons demander Jes grands secrets d'Homere 
Aux dieux brises du Parthenon22) . (Aune Muse folle) 
ここにみられる改変は，初版における異郷の地ギリシャと，ハイネの描
いた民間伝承の世界との差し替えである。前述のように， 7月革命の翌年
からパリに亡命していたハイネの名は1842年の処女詩集にもみえるが，フ
ランスにおける当時のハイネは詩人というよりも，『ドイツ論』 (1835)で
知られる知識人であり，『旅の絵』 (1834)で名高い随筆家であった23)。ア
イリーン・スフランは， 1848年の「両世界評論」に掲載されたネルヴァル
によるハイネ論と訳詩（『歌の本』の一部）が，フランスでのハイネに詩人
の地位を与えたのだとする24)。またハイネについて書かれた作品の全てが
1855年以降であることから，彼が本当の意味でバンヴィルに影響を及ぼす
人となったのは，ネルヴァルの死の翌年 (1855) にセンセーションを巻き
起こしたフランス語版Poemeset Legendes以降だと考えている25)。「両世界
評論」による『アッタ・トロル』全章のフランス語訳の掲載は早く， 1847
年3月であった。しかし『アッタ・トロル』の一節をエピグラフとする詩
Herodiadeの初出が1856年 8月であるのだから，この作品とバンヴィルとの
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深い対話が始まった時期についても， 1855年以降で1857年以前，序文に『ア
ッタ・トロル』からの引用を含む OdesFunambulesquesと全集との出版準
備の頃と推測するのが妥当であるのだろうか。このことについては後に触
れたい。
改変後の詩節のオンディーヌは，ハイネの『ドイツ論』を想起させる26)。
『アッタ・トロル』の副題「真夏の夜の夢」を呼び出すテイターニアの名は
ディアーナの別名で，女神から妖精に墜ちた彼女の来歴を示すものだ。そ
れぞれに魔女，妖精，女神であるエロディヤード，アボンド，ディアーナ
は，三相一体の女神（老婆・産む女・処女）を構成するトリオでもある。
エロデイヤードの名はヘカテの同義語であったし気動詞 abondeと韻を踏
ませることは，アボンドに豊穣の女神の面影を与える。『アッタ・トロル』
のディアーナの「額の三日月」も，彼女らが月の三相を表す女性であるこ
とに注意を促すものであろう。しかしハイネとバンヴィルの三相の女たち
はヘカテ，ヘラ，へベのように同一文化の神話に起源をもつことなく，新
約聖書・民間伝承・ギリシア神話と，出自を異にする女たちである。
時代と国とを越えた混滑がバンヴィルの求めるファンテジ一の一要素で
あったことは確かだと思われるが，それが『アッタ・トロル』への注目の
理由になったとは考えられない。ハイネの夜の騎行にみられるような混滑
は，バンヴィルのコント LaVie d'une comedienne (1855)で回想される夢幻
劇のそれと同種のものである。そこでバンヴィルは過去の劇場におけるフ
ァンテジーを，民衆に日々の悲惨を忘れさせるための「虚構」とし，「豊か
で華やかな衣装を着け，全ての神話と騎士道の諸時代を混和する登場人物
たち」が普通にみられたことを述べている28)。だからバンヴィルがハイネ
の「精霊達の夜の狩猟 lachasse nocturne des esprits」に新しいものを見いだ
したとしても，それは神話や伝説の混滑の中にではない。注意すべきであ
るのは，『アッタ・トロル』の 3美女が，昼には遠く離れた場所でそれぞれ
の特性を保ちながらも，夜の騎行の中ではエロデイヤードひとりの淫蕩か
つ残忍な性格に統一されることである。処女神から凋落して淫婦と化した
ディアーナと冷酷なアボンドは，エロデイヤードに先駆けつつ，彼女のう
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ちに吸収される。
ハイネによるこの 3女性の選択は，友人ヤーコプ・グリムがこの女性た
ちをとりあげている『ドイツ神話学』 (I835)第13章第6節に基づくものと
思われる。そこでグリムは，ディアーナらとともに「夜の遠征」の先頭に
立つ存在と化したエロディヤードについて次のように述べている：
(..) Herodia (the daughter) was condemned to roam about in company with 
evil and devilish spirits. She is placed at the head of the'furious host'or of 
witches'nightly expeditions, together with Diana, with Holda and Perahta, or 
in their stead29> . (..) 
グリムは「その踊りが洗礼者ヨハネの断首をもたらすヘロデの娘の物語
は，中世前半において特別に深い印象を与え，さまざまに寓話と混ぜ合わ
された30)」のだという。ここでグリムの語るエロデイヤードは新約聖書の
誇り高い王妃ではなく，舞踏を見せた娘の方であり，伝承の中で悪魔の一
種にまで貶められたサロメである。聖書にサロメの名が挙がっていないこ
ともあり，民間の口承において母と娘とが同じ名の下に混同されていった
ものと思われる。さらにグリムは『薔薇物語』を引用し，ダーム・アボン
ドがエロデイヤードと同じく世界の 3分の 1を割り当てられていることか
ら，この 2女性が実は同一の存在であることを述べている31)。ハイネのエ
ロデイヤードもまた民衆のファンテジーの産物であることは，『アッタ・ト
ロル』の次の部分において強調される：
Car ele aimait jadis le prophete. La Bible ne le dit pas, — mais le 
peuple a garde la memoire des sanglantes amours d'Herodiade. (…) 
La nuit, ele sort de la tombe, et, en suivant la chasse maudite, ele porte, 
comme dit la tradition populaire, clans ses mains blanches le plat avec la tete 
sanglante32l ; (…）
そして狩りの一行の中で唯ひとり，ェロデイヤードのみが作者と視線を
交わす：
Etje me disais: Que signifie donc ce signe de tete mysterieux? 
Pourquoi m'as-tu regarde si tendrement, belle Herodiade33l ? 
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ここでエロディヤードは，「闘いでたおれる運命の戦士を選ぶ34)」という
意味の名をもち，時に人間の娘に変容して恋人となるヴァルキュリーに擬
されている。つまりここでは，ハイネ「新しい春」（『新詩集』）のエルフェ
の女王の挨拶と同じく，「わたしに新しい愛をつげるのだろうか，それとも
死を予告するのだろうか叫という問いがたてられているのだ。詩人のエ
ロデイヤードヘの恐怖は克服されて愛へと変わり，死すべき英雄として選
ばれるのはアッタの方である。遠征を終えて恋人ジュリエットのもとへ戻
った詩人は，アッタの妻が新しい夫熊と共に繰り返す古い愛の関係を，植
物園の掘の外から恋人と共に眺める。詩人が受けたエロデイヤードの挨拶
は「死の予告」ではなく，「新しい愛」を告げる吉兆だったのである。自ら
を音かす内なる存在を外在する他者に投影する古いシステムに頼る者は，
魔女狩りにみられるように，他者を排斥することでしか自らを維持できな
い。内なる女性エロデイヤードを無視することなく，彼女によって取り殺
されることもなく，彼女の存在を認め愛することで，詩人は外在する生け
る女性との新しい関係へと踏み出すことができた。この生ける女との「新
しい愛」への移行こそが，バンヴィルが『アッタ・トロル』に見いだした
「現代的な定式」だったのではないだろうか。
3 エロデイヤードの3つの石
1846年のバンヴィルのLesStalactitesも聖ヨハネの斬首 (Marc6)の一節
をエピグラフとする詩を含んでいたが，それは古代のメナードと同時代の
踊り子たちを二重映しにする作品であり，舞踏をテーマとするものであっ
た翌『アッタ・トロル』の一節をエピグラフとする Herodiadeは37), 舞踏
する女を描くものではない。この詩を収録した詩集 LesPrincesses (1874) 
はその全体が，神話，伝承，歴史において名を知られた女たちから成る狩
猟の行列であり，そこに含まれるエロディヤードは，獲物としてヨハネの
首を誇る狩猟の女である。序詩を含めて21のソネの中で最も早く発表され
たのは Pasiphae(1850), それに次ぐのが Herodiade(1856)であった。序
詩と他の 3詩が1860年に同時発表されていることをみると38¥Herodiadeの
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創作後から1860年までの間に，「諸時代によって，かつてその見事な身体で
あった粉塵の最後の残りをも撒き散らされてしまった39)」姫君たちを復元
する詩群の構想が生まれていたのではないかと思われる40)0
私たちはすでに，ハイネのエロデイヤ-ドが民間伝承のサロメ＝エロデ
イヤードであったことを知っている。だから彼女は淫蕩な妃であり，同時
に若き処女でありうるのだ。バンヴィルは彼女の若さを強調することによ
ってこの 2重性を明瞭にし，黒人の小姓を伴わせることで彼女の勝利を明
確にしている：
Voyez-la, voyez-la venir, la jeune reine! 
Un petit page noir tient sa robe qui traine 
En flots voluptueux le long du corridor4り
そもそもシェイクスピアの『真夏の夜の夢』においてオベロンがテイタ
ーニアから奪い取ったインドの子供は，闇の支配権の象徴だったのではな
いだろうか。バンヴィルはハイネに倣い，アボンドの陽気で軽薄な性格と
ディアーナの処女性とを加えて， 3者をエロデイヤードにおいて統合して
いる：
Elle rit et folatrc:; avec un air !1lcdin, 
Laissant de sa jeunesse eclater les merveilles. 
Sa levre est ecarlate, et ses dents sont pareilei 
P9ur la Phmchl')ur au~ly~orgueilleux du jar4in42> 
ハイネのそれと同じ<'3相一体の女たちを闇の相のもとに統合するバ
ンヴィルのサロメ＝エロデイヤードは，「ヨルダン河のごとく透明」の瞳を
もち，ルビー，サファイヤ，アメジストの 3石の指輪をはめている。女性
の貪姿な欲望と獣性を表すルビーの赤は，この詩集においてつねに勝ち誇
っている色彩である。サファイアは海と空との天上的静謡を表す石であり，
バンヴィルが恋人マリー・ドーブランに捧げた Am糾thystes(1862)に次の
ような例がみられる：
Tes yeux, o magicienne, 
Confondent leur ciel obscur 
Avec l'implacable azur 
De la mer Tyrrhenienne. 
(…) 0 saphir! azur sans voiles! 
0 calme delicieux43> ! (Nuit d'etoiles) 
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色彩の異なるサファイアとルビーは，実は同じ鉱物である44)。Am叫thystes
のマリーは，妖精の女王となったアルテミス（＝ディアーナ）の姿をとる
だけではなく，天使の相と魔性の女の相の双方を見せ45>,Inviolataにおい
ては，残酷な女神でありつつ処女の優美を誇る。最終詩 Apotheoseに歌わ
れるように，バンヴィルは「毒と美しい瓶」，すなわちマリーの妖女的な相
と静謡の美の双方を「言祝いだ」ことによって彼女を真に神格化している
のであり 46), この神格化こそが，彼女をさまざまに変容させる夢幻劇のフ
ィナーレなのである47)。アメジストは神格化を受けた女の瞳にほかならず，
魔性の赤と純粋の青との混成である紫の瞳は，獣性と天使性という対極の
間を自在に移動しうる性質を表すものであるようだ48)0
スフランは，これら 3つの石を填め込むことは当時の流行であったと指
摘し，「モデルニテが Herodiadeの中に聞入している49)」という。前述のよ
うなバンヴィルにおける宝石の意味を考え合わせるとき，この 3つの石の
選択は移ろいやすい流行を映すものであるだけではな<.新しい女性像の
出現あるいは回帰をも告げているのではないかと思われる。碧からアメジ
ストに変容したマリーの瞳と同様に，サロメ＝エロデイヤードの「透明の
瞳」もまた，輝く石の色彩を映して 3つの相に変容するからだ。
詩集LesPrincesses全体に目を向けると，そこに『アッタ・トロル』の夜
の騎行と同じく 3人のアマゾンヌが含まれていることに気づく 50)。この狩
猟の行列はハイネの「アマゾンヌのトリオ」に準ずる女性たち，古いファ
ンテジーの中で悪魔的な相貌を見せていた女たちの復元である。しかしバ
ンヴィルの試みはそこで終わらず，彼女らを再び女神へと変容させること
をもめざしている。だから詩集を終える詩句は次のごとくである：
Car l'Artiste enivre d'accords melodieux, 
292 
S'il lui plait, anoblit le sang d'une princesse 
Et la mele vivante a larace des Dieux51> . (La Princesse Borgese) 
このもくろみは彼女たちに古代の神性を取り戻してやることで実現する
が，取り戻すべき「女性の神性」とは， 3相の間で揺れ動く変容の能力な
のである。内なる女性についてこの神格化を行いえた者だけが，外在する
女性についても同じ神格化を行いうるだろう。これはアッタによる貧弱な
羽の小熊天使，かぼそい声で歌う自己のミニチュアの生産とは全く別種の
神格化である。 Am糾thystesおよびLesPrincessesにおいてバンヴィルが追求
したファンテジーとは，ハイネが復活させた，悪魔的な相貌の女たちが支
配する古いファンテジーの森をぬけて，今を生きる女性の中に月の女神の
3相を再ぴ見いだし，ーなる女性として再統合するための想像力の活動だ
ったのではないだろうか。詩人を導き入れる女性の閻房，すなわち新しい
愛と抒情詩との生み出される場所の敷皮となった熊のアッタは，この再発
見と再統合のために殺蒙せねばならない人間観の象徴だったのかもしれな
し¥o
おわりに
Am糾thystesの第1詩LesBaisersには，ひとりの生ける女性の分裂した像
の再統合という神格化を終えた詩人もまた，葡萄酒を注がれてアメジスト
と化した妖精のごとくに変容することが書き込まれている。 Am紐thystesに
その名を刻まれている南仏の街ニースがバンヴィルの神経症の治癒の始ま
りの場所であったことを思うとき，生ける女性をめぐる彼のファンテジ一
が，新しい愛を可能にし，現実の生に変容をもたらす想像力の活動であっ
たことがしのばれる。
最後にボードレールの「異教派」に戻ろう。「正しく理解され，正しく会
得されたく異教＞のみが世界を救いうる」と主張し，「謝肉祭の飾り牛の行
列」のジュノーの一瞥を「吉兆」と呼んでボードレールを苛立たせた若者
はやはり，ハイネのエロデイヤードに魅入られたバンヴィルであったよう
だS2)。「謝肉祭の飾り牛の行列」がハイネの夜の騎行を，そして 3相一体の
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女神ジュノーがハイネのエロデイヤードをさすという推測が当たっていれ
ば，『アッタ・トロル』がバンヴィルの心を捉えた時期は， 1852年以前にさ
かのぼることになりそうだ。
（本学非常勤講師）
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